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第４章　各教科等における食に関する指導

１　食に関する指導の展開

　学校における食育を進めるためには、食に関する指導の基本的な考え方、指

導方針等を明確にし、教職員の共通理解を図り、学校給食を「生きた教材」と

して活用しつつ、給食の時間はもとより、各教科や特別活動、道徳、総合的な

学習の時間といった教育活動全体を通して行われることが必要である。しかし、

教科等にはそれぞれ固有の目標や内容があり、それらと食に関する指導の目標

や内容が必ずしも一致しない場合、教科等における指導の目標が曖昧になるこ

とも考えられる。まず、児童生徒の当該の教科等の目標や内容を身に付けさせ

ることを第一義的に考え、その実現の過程に「食育の視点」を位置付け、意図

的に指導することが大切である。食に関する指導を推進していく中核的な教科

としては、食生活を家庭生活の中で総合的にとらえる特質を持った家庭科や、

自らの生活行動や身近な生活環境における課題を把握し、改善できる資質や能

力を培う体育科保健領域などがあり、総合的な学習の時間では、各学校の判断

で、食に関する指導を重点的、集中的に実施することもできる。「食育の視点」

を位置付ける教科、食に関する指導を行う中核的な教科等、食育全体計画に基

づき体系的に推進していくことが重要である。

【小学校；家庭科】

Ｂ　日常の食事と調理の基礎

　⑴　食事の役割について、次の事項を指導する。

　　ア　食事の役割を知り、日常の食事の大切さに気付くこと。

　　イ　楽しく食事をするための工夫をすること。

　⑵　栄養を考えた食事について、次の事項を指導する。

　　ア　体に必要な栄養素の種類と働きについて知ること。

　　イ　食品の栄養的な特徴を知り、食品を組み合わせてとる必要があること

が分かること。

　　ウ　１食分の献立を考えること。

　⑶　調理の基礎について、次の事項を指導する。

　　ア　調理に関心をもち、必要な材料の分量や手順を考えて、調理計画を立

てること。

　食に関する指導は、

各教科等で行われる

が、学習指導要領で

は、各教科等の目標を

達成する観点から食に

関する内容や教材等が

扱われ、関連の程度

は、各教科等の特性に

より異なっている。

　小学校家庭科の目標

は、「衣食住などに関

する実践的・体験的な

活動を通して、日常生

活に必要な基礎的・基

本的な知識及び技能を

身に付けるとともに、

家庭生活を大切にする

心情をはぐくみ、家族

の一員として生活をよ

りよくしようとする実

践的な態度を育てる。」

である。

２　食に関する指導を行う中核的な教科における食に関連する内容
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　　イ　材料の洗い方、切り方、味の付け方、盛付け、配膳及び後片付けが適

切にできること。

　　ウ　ゆでたり、いためたりして調理ができること。

　　エ　米飯及びみそ汁の調理ができること。

　　オ　調理に必要な用具や食器の安全で衛生的な取扱い及びコンロの安全な

取扱いができること。

【中学校；技術・家庭科（家庭分野）】

Ｂ　食生活と自立

　⑴　中学生の食生活と栄養について、次の事項を指導する。

　　ア　自分の食生活に関心をもち、生活の中で食事が果たす役割を理解し、

健康によい食習慣について考えること。

　　イ　栄養素の種類と働きを知り、中学生に必要な栄養の特徴について考え

ること。

　⑵　日常食の献立と食品の選び方について、次の事項を指導する。

　　ア　食品の栄養的特質や中学生の１日に必要な食品の種類と概量について

知ること。

　　イ　中学生の１日分の献立を考えること。

　　ウ　食品の品質を見分け、用途に応じて選択できること。

　⑶　日常食の調理と地域の食文化について、次の事項を指導する。

　　ア　基礎的な日常食の調理ができること。また、安全と衛生に留意し、食

品や調理用具等の適切な管理ができること。

　　イ　地域の食材を生かすなどの調理を通して、地域の食文化について理解

すること。

　　ウ　食生活に関心をもち、課題をもって日常食又は地域の食材を生かした

調理などの活動について工夫し、計画を立てて実践できること。

【小学校；体育科（保健領域）】

　［第３学年及び第４学年］

　⑴　健康の大切さを認識するとともに、健康によい生活について理解できる

ようにする。

　　イ　毎日を健康に過ごすには、食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれた

生活を続けること、また、体の清潔を保つことなどが必要であること。

　⑵　体の発育・発達について理解できるようにする。

　　ウ　体をよりよく発育・発達させるには、調和のとれた食事、適切な運動、

休養及び睡眠が必要であること。

　中学校家庭分野の目

標は、「衣食住などに

関する実践的・体験的

な学習活動を通して、

生活の自立に必要な基

礎的・基本的な知識及

び技術を習得するとと

もに、家庭の機能につ

いて理解を深め、これ

からの生活を展望して、

課題をもって生活をよ

りよくしようとする能

力と態度を育てる。」

である。

　小学校体育科の目標

は、「心と体を一体と

してとらえ、適切な運

動の経験と健康・安全

についての理解を通し

て、生涯にわたって運

動に親しむ資質や能力

の基礎を育てるととも

に健康の保持増進と体

力の向上を図り、楽し

く明るい生活を営む態

度を育てる。」である。
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　［第５学年及び第６学年］

　⑶　病気の予防について理解できるようにする。

　　イ　病原体が主な要因となって起こる病気の予防には、病原体が体に入る

のを防ぐことや病原体に対する体の抵抗力を高めることが必要であるこ

と。

　　ウ　生活習慣病など生活行動が主な要因となって起こる病気の予防には、

栄養の偏りのない食事をとること、口腔の衛生を保つことなど、望まし

い生活習慣を身に付ける必要があること。

【中学校；保健体育科（保健分野）】

　⑷　健康な生活と疾病の予防について理解を深めることができるようにする。

　　イ　健康の保持増進には、年齢、生活環境等に応じた食事、運動、休養及

び睡眠の調和のとれた生活を続ける必要があること。また、食事の量や

質の偏り、運動不足、休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れは、生活

習慣病などの要因となること。

　　エ　感染症は、病原体が主な要因となって発生すること。また、感染症の

多くは、発生源をなくすこと、感染経路を遮断すること、主体の抵抗力

を高めることによって予防できること。

　　カ　個人の健康は、健康を保持増進するための社会の取組と密接なかかわ

りがあること。

【小・中学校；総合的な学習の時間】

第３　指導計画の作成と内容の取扱い

１　指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。

　⑴　全体計画及び年間指導計画の作成に当たっては、学校における全教育活

動との関連の下に、目標及び内容、育てようとする資質や能力及び態度、

学習活動、指導方法や指導体制、学習の評価の計画などを示すこと。

　⑵　地域や学校、児童の実態等に応じて、教科等の枠を超えた横断的・総合

的な学習、探究的な学習、児童の興味・関心等に基づく学習など創意工夫

を生かした教育活動を行うこと。

　⑶　第２の各学校において定める目標及び内容については、日常生活や社会

とのかかわりを重視すること。

　⑷　育てようとする資質や能力及び態度については、例えば、学習方法に関

すること、自分自身に関すること、他者や社会とのかかわりに関すること

などの視点を踏まえること。

　⑸　学習活動については、学校の実態に応じて、例えば国際理解、情報、環

　中学校保健体育科の

目標は、「心と体を一

体としてとらえ、運動

や健康・安全について

の理解と運動の合理的

な実践を通して、生涯

にわたって運動に親し

む資質や能力を育てる

とともに健康の保持増

進のための実践力の育

成と体力の向上を図

り、明るく豊かな生活

を営む態度を育てる。」

である。

　総合的な学習の時間

の目標は「横断的・総

合的な学習や探究的な

学習を通して、自ら課

題を見付け、自ら学

び、自ら考え、主体的

に判断し、よりよく問

題を解決する資質や能

力を育成するととも

に、学び方やものの考

え方を身に付け、問題

の解決や探究活動に主

体的、創造的、協同的

に取り組む態度を育

て、自己の生き方を考

えることができるよう

にする。」である。
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境、福祉・健康などの横断的・総合的な課題についての学習活動、児童の

興味・関心に基づく課題についての学習活動、地域の人々の暮らし、伝統

と文化など地域や学校の特色に応じた課題についての学習活動などを行う

こと。

　⑹　各教科、道徳、外国語活動及び特別活動で身に付けた知識や技能等を相

互に関連付け、学習や生活において生かし、それらが総合的に働くように

すること。

　⑺　各教科、道徳、外国語活動及び特別活動の目標及び内容との違いに留意

しつつ、第１の目標並びに第２の各学校において定める目標及び内容を踏

まえた適切な学習活動を行うこと。

【小学校】　平成19年10月31日付

け「学校における食育

の推進について」にお

いて、自校の児童生徒

の食生活の課題解決を

図る取組みとして、学

級活動、ホームルーム

等における指導の時間

を確保すること、指導

時間数は各学年２時間

以上確保することが望

ましいこと等が通知さ

れている。

（290ページ参照）

３　学級活動と食に関する指導
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　学級活動の目標は小

学校・中学校共通であ

る。

　前年度までの指導の

実践記録と成果を踏ま

え、系統性をもった指

導が行えるよう、一人

一人が「食育の学び

ファイル」を持つ。

【中学校】

⑴　系統的な学びとする個人ファイルを作成

　児童一人一人が、食育の指導の実践記録を

ファイルし、６年間の系統的な学びとしてい

く。

Ａ小学校の学級活動例
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　知識理解の指導とな

らないよう、授業の前

には実態把握を十分に

行い、その改善を目指

す実践活動とする。

　授業展開で学んだこ

とを生かし、自分の課

題とその解決方法を自

己決定させ、実践につ

なげる。

⑵　子どもの実態をとらえた課題の明確化

　　食に対する知識を理解させることではなく、今後の食生活の改善につなげ

ていくために、実態を具体的にとらえていく。

⑶　自己決定の内容の明確化と実践する場の確保

　　子ども一人一人が具体的にどうしていくかを主体的に決定させ、実践する

場を確保し、自らの行動変容が見えるようにする。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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学級活動⑵　キ　小学１年生　「いろいろなたべものをたべよう」

問 題 点

　児童は、小学校に入学して初めて体験する学校給食にも慣れ、協力しながら楽しい給食

の時間を過ごしている。家ではあまり食べる機会のなかった食材や献立があるという感想

から、給食という場を生かして、食の幅が広がっている様子がうかがえる。一方で、苦手

なもの、食べ慣れないものをそのまま残してしまう児童も多い。

ね ら い
○　元気な体を作るためには、いろいろな食べものを食べることが大切であることを知り、

苦手なものも食べていこうとする心情を高める。

めざす姿 　 食べる力 　なんでも食べることの大切さを知り、好ききらいをせずに食べる

学　習　活　動 時間 ○支援　　　　＊評価

１　自分の食事をふりかえる。

　⑴　今日の給食で残してしまったもの

や苦手な食べものを書く。

　　 いろいろなたべものをたべよう

２　食べものの「はたらき」を考える。

　⑴　給食の食材が出てきた箱と同じ色

のシールをシートに貼る。

　⑵　食材がそれぞれの箱から出てきた

わけを、「はたらき」君の図から考え

る。

　⑶　自分が苦手な食べものにもシール

を貼り、その食品が果たす働きを確認

する。

３　これからの食事を考える。

　⑴　どの「はたらき」君も体に入れる方

法を考え、発表する。

　⑵　出された方法を参考に、自分なり

の、残さず食べていく方法を考え、発

表する。

5

20

20

○　給食の様子や家庭での食事から、自分が苦手

な食べものを意識することができるようにする。

○　赤・黄・緑の箱から、児童に食材を取り出させ、

提示することにより、同じなかまの食品を知ら

せていく。

○　食材がそれぞれの箱から出てきた理由を、食

品の種類や「はたらき」君の図を用いることに

より、気付かせていく。

○　残してしまう食品の働きを、シールを貼るこ

とにより確認させていく。

○　残さず食べている児童の思いや、苦手なもの

が食べられるようになった児童の体験を発表さ

せることにより、参考になる方法を引き出して

いく。

○　シートに記入させることにより、実践への意

欲を高める。

＊　苦手なものも食べていこうとする心情が高

まったか。（シート・発表）

Ａ小学校実践例
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活動⑵　キ　小学２年生　「やさいをもりもり食べよう！」

問 題 点

　給食の時間が「とても楽しみ」、「楽しみ」と答えた児童が合わせて96％と給食時間を心

待ちにしており、会食を楽しんでいる学級である。しかし、「苦手なものがない」と答えた

児童は23％で、残滓が毎日のように出ている。残滓調べで多かったのは、和え物や炒め物

等の野菜であった。

ねらい学級
○　苦手な野菜も大切にしようとする心情を高め、野菜には健康な体作りに欠かせない働

きがあることに気付かせ、食べていこうとする意欲を高める。

めざす姿 　 食べる力 　なんでも食べることの大切さを知り、好ききらいをせずに食べる

学　習　活　動 時間 ○支援　　　　＊評価

１　自分の食事をふりかえる。
　⑴　先週の給食の残滓から、自分や級友

の実態に気づく。
　⑵　残さず食べている児童の話を聞く。

　　 やさいをもりもり食べよう！

２　野菜の大切さについて知る。
　⑴　生活科で野菜を栽培した様子や、食

べた時のことを思い出す。
　⑵　給食に納入している野菜生産者の

話を聞く。
　　○　収穫までの苦労の理解
　　○　生産物への愛着の理解
　⑶　野菜の後に貼られた緑の“はたらき

君”の様子から、野菜の栄養が体でど
のように働いているかを知る。

　　○　目にはたらく　○　かぜをふせぐ
　　○　べんぴをふせぐ

３　これからの食事を考える。
　⑴　「やさいをもりもり食べよう」を実

践していく方法を班ごとに話し合う。
　　○　苦手なものが食べられるように

なった方法を教え合う。
　　○　もりもり食べていく気持ちを伝

え合う。

４　自分が実践することをまとめる。
　⑴　シートに自分が実践することを書

き、発表する。

5

15

15

10

○　一週間の残滓の様子を伝えることにより、野
菜を苦手とし残している人が多いことに気付か
せる。

○　残さず食べている児童の「野菜は体にいい」の
発言を取り上げることにより、野菜に対する意
識を高めさせる。

○　野菜の栽培の様子を画像で見せ、生活科シー
トを読み上げることで、収穫の喜びを思い出さ
せる。

○　給食に使っている野菜の生産者の話を聞かせ
ることにより、自分の経験と重ねて考えられる
ようにさせる。

○　緑の箱から野菜の絵を取り出させ、裏に貼ら
れた図を用いることにより、体内で野菜の栄養
が果たす役割を知らせる。

○　自分なりの実践方法が見つけられるように、ア
ドバイスや励まし方等話し合いを工夫させる。

○　給食の場面を思い起こさせ具体的なめあてに
つなげる。

＊　苦手なものも食べていこうとする心情が高
まったか。（シート・発表）

Ａ小学校実践例
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学級活動⑵　キ　小学３年生　「感謝して食べよう」

問 題 点

　児童は、給食を楽しみにしており、残滓も少ない。苦手なものが出た時でも、努力して

食べている児童も多い。その理由として、「もったいないから」や「給食を作ってくれる人

に悪いから」という意見が多かった。

ね ら い
○　給食に携わる人の思いや願いに触れ、感謝の気持ちを持ちつつ、健康によい食事をこ

れからも食べていこうとする意欲や給食への更なる関心を高める。

めざす姿
　 感謝の心 　食にかかわる人々に関心を持ち、感謝の気持ちを持って食事をとることが

できる

学　習　活　動 時間 ○支援　　　　＊評価

１　本時の課題をつかむ。
　⑴　給食にかかわっている人は、どんな

人たちがいるか発表する。
　　•農家の人　　•店の人
　　•調理する人　•栄養教諭
　⑵　本時の課題をつかむ。

　　 給食にかかわる人の思いを知ろう

２　給食を作っている人から話を聞き思
いや願いを知る。

　⑴　栄養教諭の話を聞く。
　　○　健康に良い食事のお手本となる

よう計画する。
　　○　成長期に必要な栄養の確保。
　　○　健康によい食事を食べて、元気に

生活してほしい。
　⑵　調理員の話を聞く。
　　①　調理員の作業の様子をビデオで

見る。
　　　ア　温度を測る　イ　充分に洗う
　　　ウ　食べやすい大きさに切る
　　　エ　おいしい状態で食べられるよ

う調理する
　　　オ　配食量の調整
　　②　調理員の思いを聞く。
　　　○　おいしく食べてもらいたい。
　　　○　安心して食べてもらいたい。
　　　○　丈夫なからだをつくってほしい。
３　給食にかかわる人の思いを受けて、自
分たちにできることを話し合う。

　　　○　ごはん粒も残さず食べたい。
　　　○　作ってくれる人のことを考え

て食べる。
　　　○　食事のあいさつをする。
　　　○　自分の健康を考えて食べたい。
４　本時のまとめをする
　⑴　自分の実践することを決める。
　　　○　自分がこれからの給食で実践

していくことをまとめる。
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○　その日の給食を想起させることにより、多く
の人がかかわっていることに気付くことができ
るようにする。

○　給食にかかわる人々の写真を提示することに
より、給食を作っている人たちは、どんな気持
ちで作っているのかに関心を持たせる。

○　栄養教諭、調理員の仕事内容を紹介すること
により、学習内容に対する興味を高める。

【Ｔ２】
○　栄養教諭が給食の献立を考える時に、心がけ
ていることを話すことにより、給食は児童の健
康面を考えて作られていることを理解できるよ
うにする。

【ＧＴ】
○　調理員が給食作りで工夫している点を、ビデ
オを見せながら話すことにより、給食は児童が
安心しておいしく食べられるよう工夫して作ら
れていることに気付くことができるようにする。

【Ｔ２】
○　調理員の話をア～オの観点に分類して板書す
ることにより、後でふり返ることができるよう
にする。

【Ｔ１】
○　栄養教諭や調理員の話を聞いて、これからの
給食の食べ方について考え、話し合うことがで
きるようにする。

【Ｔ１】
○　話し合ったことを参考に、これからの給食で
実践していくことをまとめることができるよう
にする。

＊　これから給食で、実践していくことをまとめ
ることができたか。（シート・発表）

Ａ小学校実践例
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給食には、たくさんの人がかかわっています。
給食にかかわる人は、どんな思いでつくっているのかな？

１　給食にかかわる人の思いを知ろう。
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学級活動⑵　キ　小学４年生　「夏の飲み物について話し合おう」

問 題 点

　本学級の88％の児童が、帰宅してから夕食の間に飲み物を飲んでおり、その内容は、炭
酸飲料水、スポーツドリンク、お茶・麦茶などであった。飲み物選びの基準は、「おいしい
から」、「好きだから」が圧倒的に多く、嗜好品として子どもたちの選択に任されている場
合が多い。

ね ら い
○　夏は、汗などで体内の水分が奪われるため、食事以外の飲み物から適度に水分を補給
することが大切であることがわかり、望ましい水分のとり方について考え実践しようと
する意欲を高める。

めざす姿
　 食べる力 　水分補給の意義について理解し、望ましい水分のとり方について考え、生

活に生かすことがきる

学　習　活　動 時間 ○支援　　　　＊評価

１　本時のめあてをつかむ。
　⑴　飲み物アンケートの結果から、自分

たちがどんな飲み物を飲んでいるか
発表する。

　　○　麦茶が多い。
　　○　炭酸飲料を飲んでいる人もいる。
　⑵　飲みものを選ぶ際の理由を発表する。
　⑶　本時の課題を把握する。

　　 夏の飲み物について話し合おう

２　栄養教諭の話を聞き、水分補給の意義
や望ましい飲み物について知る。

　○　水分補給の意義
　　•一日に必要な水分
　　•飲み物から補給する水分量
　○　望ましい飲み物
　　•砂糖の入っていないもの
　　•カフェインの入っていないもの
　　•砂糖やカフェインが及ぼす影響

３　望ましい水分のとり方について話し
合う。

　⑴　グループごとに、自分の実践や、考
えた方法などについて話し合い、カー
ドに記入する。

　⑵　グループで話し合った事を発表し、
全体でその効果について検討する。

　⑶　望ましい水分のとり方について確
認する。

４　夏休み中の飲み物について、自分なり
の考えをまとめる。
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○　飲み物アンケート結果のグラフから飲む頻度
の高い飲み物を発表させることで、炭酸飲料や、
オレンジジュース、麦茶を飲んでいる児童が多
いことに気付かせる。

○　飲み物を選ぶときの理由について発表させる
ことで、嗜好で選んでいることに気付かせ、め
あてにつなげる。

○　一日に必要な水分量について知らせることで水
分補給の重要性について理解できるようにする。

○　児童の好む飲み物に含まれる砂糖の量や、カ
フェインの影響について知らせることで、とり
すぎの害について理解できるようにする。

○　望ましい水分のとり方のポイントについて知
らせることで、自分たちができることについて
話合いができるようにする。

○　望ましい水分のとり方の具体策についてグ
ループごとに話合いができるようにする。

○　話し合った事を学級全体に広げ、その効果を
検討することで、実践への意欲を持たせる。

○　児童の考えた方法について価値付けし、実践
への意欲を持たせる。

○　話し合ったことをもとに、夏休みの食生活に
生かせるよう自分の飲み物のとり方について考
えをまとめさせる。

＊　夏休み中の飲み物について、自分なりの考え
をまとめることができたか。（シート・発表）

Ａ小学校実践例
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学級活動⑵　キ　小学５年生　「しっかり食べよう朝ごはん」

問 題 点

　５年生の朝ごはんの状況を「朝食摂取率100％週間」に行った調査からみると、朝食を食

べない日があった児童は71名中２名で、ほとんどの児童が食べてきている。しかし、主食・

主菜・副菜・汁物がそろった朝ごはんを毎日食べていた児童は少なく、８割の児童に副菜

や味噌汁をとっていない日がある状況がみられた。

ね ら い
○　朝ごはんの大切な役割を理解し、しっかりとした朝ごはんにするための課題に気付き、

改善に向けた実践意欲を高める。

めざす姿 　 食べる力 　３食規則正しく、栄養バランスを考えて食事をとる

学　習　活　動 時間
○支援　　　　＊評価

Ｔ１ Ｔ２・Ｔ３

１　本時のめあてをつかむ。
　⑴　朝食摂取率100％週間運動の結果を

知る。
　⑵　本時のめあてをつかむ。

　　 しっかり食べよう朝ごはん

２　朝食で不足しがちな野菜の働きと必
要な量を知る。

　⑴　野菜の働きを確認する。
　　○　便秘を防ぐ・風邪を予防する・目

を守る。
　⑵　一日に必要な野菜の量350ｇを知る。
　　○　給食の野菜の量130ｇ。
　　○　残り220ｇの野菜を計量。
３　しっかりとした朝食にするために、解
決方法を話し合う。

　⑴　食事時間を確保するためには
　　○　朝早く起きるようにする。
　　○　夜更かしをしない。
　　○　寝る前に食べない。
　⑵　家族のために自分ができることは
　　○　自分で起きる。
　　○　朝食の準備を手伝う。
　　○　果物を食べてくる。
４　朝ごはんをしっかり食べるために実
践することをまとめる。

　⑴　自分が見直していくところとその
改善方法を考えていく。

　⑵　自分がこれから改善していくこと
をチェックシートに記入する。
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○　朝食摂取率100％週
間運動の結果を提示
し、朝食に対する課題
意識を高めさせる。

○　家族からのコメント
を伝え、しっかり食べ
るために生活時間を見
直すことや、自分が家
族のためにできること
考えさせる。

○　給食の献立で示すこ
とにより、朝食で不足
しがちな食品に気付か
せる。

○　既習事項や生活の様
子から野菜の働きを確
認させる。

○　給食で使用した野菜
の量と実物から一日に
必要な量を実感させる。

○　簡単に野菜が食べら
れるヒントを示し、自
分でもできることに気
付かせる。

○　話し合った解決方法を参考に、自分が実践で
きることが具体的に考えられるようにする。

＊　朝食をしっかり食べていく方法を具体的に考
えることができたか。（シート・発表）

Ａ小学校実践例
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学級活動⑵　キ　小学６年生　「バランスのとれた食事について考えよう」

問 題 点

　家庭科の調理実習では、野菜を積極的にとり入れ栄養バランスを意識した朝食のおかず

作りを行うことができた。しかし、日常の給食においては、野菜を苦手とする児童は野菜

の配食量が少なかったり、食べ残したりする傾向が見られる。

ね ら い
○　野菜の一日の摂取量の目安を知り、それをとるための具体的な方法について考え、野

菜を日常的に食べていこうとする意欲を高める。

めざす姿
　 食べる力 　自分の食生活を見直し、野菜をとるための具体的な方法を考え、生活に生

かすことがきる

学　習　活　動 時間 ○支援　　　　＊評価

１　本時のめあてをつかむ。
　⑴　アンケート結果より、野菜の摂取量

についての意識に違いがあることに
気付く。

　⑵　本時の課題を把握する。

　　 一日に必要な野菜の量を知り、
　　 食べる方法を考えよう

２　一日にとる野菜の目標量を知る。
　○　300ｇ～350ｇ
　○　実際に計ってその量を知る。

３　野菜を必要な量とるための方法につ
いて話し合う。

　⑴　グループごとに、自分の実践や、考
えた方法などについて話し合い、カー
ドに記入する。

　⑵　グループで話し合った事を発表し、
全体でその効果について検討する。

　⑶　野菜をとるための方法を確認する。
　　○　３回に分ける。
　　○　給食では量を減らさない。

４　野菜をとる方法について、自分なりの
考えをまとめて目標を決める。

　　○　野菜を減らさない。
　　○　３回に分けて食べる。
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○　アンケート結果を提示し、野菜の摂取量につ
いての意識に差があることに気付かせ、「一日の
摂取量」の目安について興味を持たせ、めあて
につなげる。

○　野菜の必要量について実際の野菜を用いて提
示することにより、量の多さを実感できるよう
にする。

○　児童の話合いが具体的な視点で進むように助
言する。

○　話し合ったことを学級全体に広げ、その効果
を検討することで、実践への意欲を持たせる。

○　児童の考えた方法について価値付けし、実践
への意欲を持たせる。

＊　野菜を積極的にとり入れる方法を話し合うこ
とができたか。（発表）

○　出されたアイデアを、これからの食生活に生
かせるよう野菜のとり方について考えたことを
まとめ目標を設定させる。

＊　野菜の摂取について、具体的な方法をまとめ、目
標を決めることができたか。（発表・ワークシート）

Ａ小学校実践例
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家庭科　小学５年生　「かんたんな調理～野菜をゆでてみよう～」

問 題 点

　初めての調理実習に意欲を示している児童がほとんどであるが、調理の手伝い経験は少

なく、包丁もほとんど使ったことがないと答える児童が半数いる。

　グループ学習を好み、協力し合うことはできるが、友だちのかげにかくれ、消極的な学

習態度になってしまう児童が見られる。

ね ら い
○　友だちとの情報交換や個人調理を通して、ゆでる調理技能のポイントを身に付け、お

いしいゆで野菜サラダをつくることができる。

めざす姿 　 食べる力 　ゆでる調理に関心をもち、食事づくりや準備にかかわる

学　習　活　動 時間 ○支援　　　　＊評価

１　本時のめあてを確認する。

　　 おいしい「ゆで野菜サラダ」を
　　 つくろう

　○　「おいしい」の確認
２　実習のポイントを知る。
　○　材料（野菜）の洗い方
　○　計量スプーンの使い方
　○　切り方（包丁の使い方）
　○　ゆで方
　　•水からゆでるもの
　　•沸騰してからゆでるもの
３　グループで協力し合って、野菜サラダ
を作る。

　⑴　グループ調理
　　○　キャベツをゆでる児童
　　○　ブロッコリーをゆでる児童
　　○　じゃがいもをゆでる児童
　　○　ドレッシングを作る児童
　⑵　個人調理
　　○　きゅうり（輪切り、小口切り）
　　○　トマト（くし形切り）

４　盛付け、会食をする。

５　後片付けをする。
　○　油のついた食器の洗い方
　○　ごみの分類
　○　洗剤の量

６　本時のまとめをする。
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○　教師が事前に作っておいた「ゆで野菜サラダ」
を提示することにより、「作りたい」という意欲
を喚起する。

○　「おいしい」とは、「味がちょうどよい」「ある
程度歯ごたえがある」「見た目も美しい」「食べ
やすい大きさ」であることを押さえる。

○　この題材で押さえるべき基礎基本については、
教師の指導事項でもあるので、Ｔ２の師範をも
とに、丁寧に実習のポイントを押さえる。

○　根菜類は水から、葉菜類は沸騰してからゆで
ることを押さえ、沸騰の状態についても実感を
伴って理解させるようにする。

○　４人１グループとし、「キャベツ担当」「ブロッ
コリー担当」「じゃがいも担当」「ドレッシング
担当」の役割分担を決め、一人一人に活動の時
間を保障し、満足感を与える。

○　互いに情報交換し合う時間を設定し、ゆでて
気付いたこと、発見したことなどを話し合い、情
報の共有化を図る場面を設定する。

＊　野菜のゆで方が分かったか。（観察・シート）
○　一人一人に確実に身に付けさせたい技能（包丁
の扱い方、切り方）については個人調理を行い、
評価を支援に生かすようにする。（Ｔ２と分担）

＊　包丁を安全に扱い、切ることができているか。
（観察）
○　いろどりを考えながら盛付け、マナーを意識
しながら楽しく会食できるようにする。

○　排水をできるだけ汚さないなど、環境のこと
も考えながら後片付けができるようにする。

○　ゆでてみたい他の野菜について話し合い、家
庭での実践意欲を高める。（実践カード配付）

Ａ小学校実践例
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ＴＴで授業を実施する場合は、評価
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体育科保健領域　小学６年生　「病気の予防～生活の仕方が関係しておこる病気」

問 題 点

　児童は、野菜を食べることの大切さや油のとりすぎは良くないなどの知識は持っている。

しかし、苦手な食品を給食では仕方なく食べるが、家庭では口にしないという児童や、極

端な偏食がある児童もいる。休日の食生活調査では、インスタント麺やジュース、スナッ

ク菓子を食べている児童が多い実態が見えた。

ね ら い
○　生活習慣病と食生活との関係に関心を持ち、自分の食生活を見直し、自分なりの予防

方法を考え、実践意欲を高める。

めざす姿 　 食べる力 　３食規則正しく、栄養バランスを考えて食事をとる

学　習　活　動 時間 ○支援　　　　＊評価

１　本時の学習内容を知り、めあてをつか
む。

　⑴　我が国の死亡原因の変化をとらえ、
生活習慣病を知る。

　⑵　昔と今の食生活の変化に気付く。
　⑶　めあてをつかむ。

　　 食生活を見直そう

２　食品に含まれる糖分、脂肪分、塩分の
量を知る。

　⑴　グループで糖分、脂肪分、塩分の量
を計って調べる。

　　○　ジュース（糖分）
　　○　ポテトチップス（脂肪分・塩分）
　　○　インスタント麺（脂肪分・塩分）
　⑵　結果を発表する。

３　糖分、脂肪分、塩分の過剰摂取が身体
に及ぼす影響を知る。

　⑴　糖分のとりすぎは肥満につながり、
肥満は生活習慣病の要因であること
を知る。

　⑵　脂肪分をとりすぎると、血管につま
り、動脈硬化の原因になることを知る。

　⑶　塩分をとりすぎると、高血圧になる
ことを知る。

４　学習のまとめをする。
　⑴　今後の食事のとり方を考える。
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○　数年間の死亡原因を示すグラフを提示するこ
とにより変化に気付かせる。

○　「生活習慣」という言葉を取り上げることによ
り、原因が、生活の仕方に関係があること、な
かでも食生活が大きな要因を占めていることを
とらえさせる。

○　休日に食べることが多い食品を調べさせるこ
とにより、身近なものとしてとらえさせる。

○　調査結果を実物の砂糖、油、塩で表示・掲示
することにより、その量を体感できるようにす
る。

○　一日の望ましい摂取量を提示することにより、
含有量の多さに気付かせる。

＊　自分の問題点に気付くことができたか。（発表）

○　血管に見立てたホースを使い、遠くまで水を
飛ばすことの困難さを見せることにより、体重
の増加は血管へ負担をかけることを知らせる。

○　狭くなった血管をホースで再現し、血液が流
れにくく血管壁が傷む様子を知らせる。

○　血液中の塩分濃度は一定で、塩分をとりすぎ
ると水分で調節し、高血圧につながることを、食
紅を使った実験で見せる。

○　シートに記入させることにより、実践への意
識を高める。

＊　生活習慣病と食生活との関係に関心を持ち、自
分なりの予防方法を考えることができたか。（シート）

Ａ小学校実践例
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道徳　小学５年生　「郷土愛、愛国心　４－⑺」（資料名）正月料理

問 題 点

　正月に食べるおせち料理のいわれについては、知らない児童がほとんどである。若い世

代の保護者の中にも知らない人が多く、日本の伝統料理や日本人の心について考え、知っ

てもらうことは大切である。昔から伝わる伝統料理を後生に伝えていくには、「知る機会」

を意図的につくり継承の意識をもつことが大切である。

ね ら い
○　おせち料理には日本人の願いがこめられていることを知り、日本人の心や伝統を大切

にしていこうとする心情を育てる。

めざす姿 　 郷土愛 　伝統料理に関心を持ち、継承の意識をもつ

学習活動と主な発問 時間 ○支援　　　　＊評価

１　お正月について話し合い、本時の学習
に興味・関心をもつ。

　○　お正月にはどんなことをしますか。
　○　どうして餅を食べたり、おせち料理

を食べたりするのですか。

　　 「おせち料理」のいわれについて
　　 考えよう

２　おせち料理の写真を提示し、それぞれ
のいわれについて考える。

　○　おせち料理には、どんなものが入っ
ていますか。

　○　それぞれのいわれについて知って
いますか。

３　資料「正月料理」を読む。
　○　どんなことを感じたり、考えたりし

ましたか。
　○　正月料理のほかに、日本人の願いや

心がわかるものには、どんなものやど
んなことがありますか。

４　本時のまとめをする。
　○　七草がゆを食べる理由について、調

べてきたことを紹介します。
　　•１月15日に食べる。
　　•おせち料理で疲れた胃を休める。
　　•邪気を払い万病を除く。
　　•野菜が乏しい冬場に不足しがちな

栄養素を補う。

5

20

15

5

○お正月は、新しい年を新たな気持ちでむかえる
特別な日であることを感じ取らせるとともに、お
せち料理のいわれについて関心をもたせる。

○　子どもたちから出されたおせち料理の写真を
黒板に貼っていき、料理を視覚的にとらえさせる。

○　子どもたちに自由に考えさせ、分からない時
には友だちと話し合わせる。

○　授業参観で来ている保護者にも一緒に授業に
参加してもらい、子どもとともに考える雰囲気
をつくる。

○　写真の下にいわれを書き、日本人の心が見え
るようにする。

○　子どもたちの考えや感想を大切にしながら、日
本人の願いや心についてまとめていく。

○　参観している保護者からも、知っていること
は教えてもらうようにする。

○　伝統料理や昔から伝わる郷土料理について、分
からないことは自分で調べてみようという意欲
をもつことができるようにする。

○　伝統や日本人の心を後生に引き継いでいくた
めには、自分が知り、理解する必要があること
に気付かせる。

＊　おせち料理には日本人の願いがこめられてい
ることが分かったか。（発表・話合い）

Ａ小学校実践例
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総合的な学習の時間　小学６年生　「栄養バランス弁当を作ろう！」

めざす姿 　 食べる力 　３食規則正しく、栄養バランスを考えて食事をとる

学　習　活　動 時間 ○指導上の留意点　　　＊評価

１　本時の学習内容を知り、学習活動につ

いて理解する。

　　 栄養バランス弁当を考えよう

２　主食、主菜、副菜の一食当たりの必要

量を知り、献立を考える。

　⑴　たんぱく質を含む主菜となる献立を

考える。

　⑵　ブドウ糖の働きを思い出すことによ

り、ごはんをきちんと入れることの大

切さと、その量を知る。

　⑶　生野菜と茹でた野菜のカサを見るこ

とにより、必要な量が入れられる野菜

料理を考える。

３　自分の考えたお弁当の工夫した点と作

る意気込みを発表する。

５

30

10

○　自分で作る弁当の日を知らせることにより、お

弁当を考える意欲を高める。

○　量のバランス（主食３、主菜１、副菜２）を

知り、レシピカードを参考に主菜となる献立を

考えさせる。

○　「ごはんの大切さを知ろう」の学習を思い出さ

せ、給食のごはんを見せることにより、一食で

とるべきごはんの量を知らせる。

○　一日に必要な350ｇの生野菜と茹でた野菜を見

せるとともに、レシピカードを参考にして、お

弁当に入れる副菜となる野菜料理を考えさせる。

＊　それぞれの栄養を、必要な量だけとれる献立

を考えることができたか。（シート）

○　必要な量をとることが難しい野菜料理を中心

に発表させ、調理の際に行うとよい工夫を助言

する。

＊　バランスのとれた献立とそれを作る調理方法

を考えることができたか。（発表・シート）

Ａ小学校実践例

普段の食事を見直

そう（１時間）

　栄養バランス調

べをして、普段の

食事について調べ

よう

栄養バランス弁当

を作ろう（６時間）

•弁当のおかずの

レシピカードを

作ろう（２時間）

栄養バランス弁当

を作ろう（６時間）

•栄養バランス弁

当の献立を考え

よう（本時：１

時間）

栄養バランス弁当

を作ろう（６時間）

•実施計画を立て

よう（１時間）

栄養バランス弁当

を作ろう（６時間）

•栄養バランス弁

当を作ろう（２

時間）
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⑴　子どもの実態をとらえた課題の明確化

　　食に対する知識を理解させることではなく、今後の食生活の改善につなげ

ていくために、実態を具体的にとらえていく。

⑵　自己決定の内容の明確化と実践する場の確保

　　生徒一人ひとりが具体的にどうしていくかを主体的に決定させ、実践する

場を確保するなど、継続的な事後指導を大切にしていく。

　小学校同様、知識理

解の指導とならないよ

う、授業の前には実態

把握を十分に行い、そ

の改善を目指す実践活

動とする。

　また、授業で学んだ

ことを生かし実践化が

図れるよう、事後指導

のあり方を工夫する。

Ａ中学校の学級活動及び技術・家庭科実践例
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（ＴＴ予定） （ＴＴ予定）
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学級活動⑵　ケ　中学１年生　「大丈夫？私の食生活」

問 題 点

　本学級の生徒は、朝食・夕食の摂取率は、朝食92％・夕食100％であるが、主食・主菜・

副菜・汁物がそろった朝食・夕食を食べている生徒は少なく、朝食は６割の生徒が副菜を、

５割の生徒が汁物をとっていない。また、夕食は２割の生徒が汁物をとっていない状況で

あり、給食においても、野菜料理・汁物を残し野菜嫌いの傾向がある。

ね ら い
○　食生活を振り返り一人一人の状況をふまえた課題に気付き、具体的な改善策を考え、

心身の健康のために食生活の改善に向けて日々実践しようとする意欲を高める。

めざす姿 　 食べる力 　食生活を見直し、具体的な食生活の改善に取り組む

学　習　活　動 時間
○支援　　　　＊評価

Ｔ１ Ｔ２

１　本時のめあてを把握する。

　⑴　「食生活に関するアンケート」の結

果を発表する。（給食委員会）

　⑵　本時の目標をつかむ。

　　　　　  大丈夫？私の食生活

　　 ～自分の食生活を見直し、改善しよう～

２　バランスのよい食事について確認する。

　⑴　中学生の成長に必要な栄養を確認する

　　○　食事摂取基準（たんぱく質・カルシウム・鉄）

　⑵　主食・主菜・副菜（汁物）を組み合

わせた食事をとるとよいことを知る。

　　○　副菜（汁物）をとり、野菜をとる。

３　自分の食事を振り返り、解決法を話し

合う。

　⑴　１日の食事を振り返り、問題点に気

付く。

　　○　就寝・起床時刻と朝食摂取率

　　○　自分で朝食を作る

　⑵　担任の１日の食事を見て、問題点・

原因を発表し、解決法を話し合う。

　　○　生活リズム・食事内容・自分で調理

４　食生活を改善するために実践するこ

とをまとめる。

　⑴　自分の食生活の問題点・原因を考え

る。

　⑵　これからの改善策を具体的にワーク

シートに記入する。

5

10

20

15

○　「食生活に関するア

ンケート」の結果を提

示し、食生活に対する

問題意識を高めさせる。

○　生徒が気付いていな

い問題点・原因・解決

法をＴ２との会話から

気付かせる。

○　中学生の成長曲線を

確認させ、成長と食事

の関係を知らせる。

○　学校給食を例にし、

主食・主菜・副菜（汁

物）を揃えると栄養バ

ランスがよくなること

を確認する。

○　６つの食品群と主

食・主菜・副菜（汁物）

の関係をおさえ、特に

野菜をとるには、副菜

（汁物）が欠かせない

ことを知らせる。

○　改善策につながるア

ドバイスをする。

○　具体的な改善策が決

まらない生徒に助言す

る。

○　話合いの内容をふまえ、実践可能な具体的な

改善策を考えられるようにする。

＊　食生活の問題点を解決するための具体的な改

善策を考えることができたか。（シート・発表）

Ａ中学校実践例
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午前11時前

午前11時以降

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

毎朝食べる 93%

87%

一週間に2～3日
食べないことがある 5％

9％

一週間に4～5日
食べないことがある 1％

ほとんど食べない 1％

3％

就寝時刻と朝食の
　　　摂取状況との関連
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学級活動⑵　ケ　中学２年生　「食生活の改善～部活動と栄養～」

問 題 点

　96％の生徒が部活動に所属しており、学習と部活動を両立させたいと思っている。しかし、

生活実態調査によると、93％の生徒が、朝や授業中に疲労を感じると答えている。学習と

部活動を両立させるためには、疲労回復と関連のある「休養」「運動」「食事」などの生活

習慣を改善していく必要がある。

ね ら い
○　自分の食生活を振り返り、疲れをとるための方法を考え、実践していこうとする態度

を育てる。

めざす姿 　 食べる力 　疲労回復の視点から適切な方法を考え、実践できる

学　習　活　動 時間
○支援　　　　＊評価

Ｔ１ Ｔ２

１　生活実態調査から、本時のめあてを把
握する。

　⑴　疲れているときの学習状況
　⑵　疲労回復の３つの要素
　　○　「休養」「運動」「食事」

　　 　疲労回復を考えた食事をしよう
　　 ～学習と部活動の両立を目指して～

２　疲労回復をさせる食事について栄養教
諭の話を聞く。

　○　栄養的にバランスのよい食事を規則
正しくとることが基本

　○　運動後早めに食事をとること
　○　ビタミン類やミネラル類を含む野菜

や果物をとること
３　自分の食生活を振り返り、課題が同じ
生徒同士で話合いの班をつくる。

　Ａ　夕食の時間が遅い人
　Ｂ　好き嫌いが多い人
　Ｃ　野菜や果物の摂取が心配な人
４　食生活の目標を話し合い、発表する。
　⑴　話し合ったことをカードに書く。
　⑵　話し合ったことを発表する。
５　各自が実践することを目標シートに記
入し、発表する。

　⑴　目標シートに、今後実践することを
記入する。

　⑵　各自が実践することを発表する。

5

10

5

20

10

○　「生活実態調査」の
結果より、疲れが授業
や家庭学習に影響を及
ぼしていることに気付
かせる。

○　疲労回復には、「食
事」も大切な要素であ
ることを知らせる。

○　同じ課題を持つ生徒
同士で多様な方法を考
えさせる。

○　学級全体でそれぞれ
の解決方法の効果を検
討させることで、目標
設定につなげる。

○　実践できる目標を具
体化させる。

○　保健体育科、家庭科
で学習した健康の３要
素を想起させること
で、自分の日常生活を
振り返らせる。

○　食生活における疲労
回復のポイントについ
て話す。

○　話し合ったことを
カードに書かせること
により、実践できるこ
とを具体的に考えさせ
る。

○　目標シートを活用し
て１週間実践するよう
励ます。

＊　疲労回復の視点から自分の食生活を見直し、適
切な食生活を実践しようとしているか。（シート）

Ａ中学校実践例
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Ａ中学校実践例

学級活動⑵　ケ　中学３年生「間食と夜食のとり方」

問 題 点

　中学校３年生になると、部活動も終わり帰宅後の生活が大きく変わる。自宅での学習時
間も増え、塾に通う生徒も多く生活が夜型になる。食事時間が不規則になり、塾に行く前
に菓子パンやお菓子を食べ、帰宅後に夕食を食べている生徒が増え、夜遅くに夜食を食べ
ている生徒も多い。栄養バランスを考えて夕食を食べている生徒は少なく、睡眠不足や偏
食による体調不良を訴える生徒が多い。

ね ら い
○　普段の生活時間や食事内容、間食・夜食のとり方の課題に気付き、受験に向けての体
力や勉強への集中力を高めるための生活や食事内容を考え、これからの食生活を改善し
ようとする意欲を高める。

めざす姿 　 食べる力 　食生活を見直し、受験期を乗り切るための具体的な食生活の改善に取り組む

学　習　活　動 時間
○支援　　　　＊評価

Ｔ１ Ｔ２

１　本時のめあてを把握する。
　⑴　生活習慣アンケートの結果を見る。
　⑵　本時の学習課題をつかむ。

　　 受験期を乗り切るために、間食と
　　 夜食のとり方を改善しよう

２　事前に書き出した食事調べから、間食・
夜食の時間や食べていたものの傾向を
考え発表する。

　○　種類
　○　時間
３　受験期を乗り切るための間食・夜食の
とり方についての話を聞く。

　○　間食・夜食も食事の一部として考え
る。

　○　夜食は消化の良いものにする。
　○　朝食に影響しないようにする。

４　栄養を考えた間食・夜食のとり方をグ
ループで話し合い、発表する。

　○　間食
　○　夜食
５　自分の間食・夜食のとり方を振り返り、
改善点や今後の具体的な目標をまとめる。

　○　内容
　○　時間

5

10

10

15
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○　生活習慣アンケート
の結果を提示し、体調
不良の原因が食事のと
り方にあることを気付
かせる。

○　生徒の発表を種類と
時間に分類し板書す
る。

○　受験期にとりたい栄
養を提示し、とるため
の具体的な食事内容を
知らせる。

○　食べる時間や内容を
何例かに分けて、生活
パターンごとのとり方
を知らせる。

○　発表内容に助言する。

○　自分の現在の間食・夜食のとり方を見直させ、
実践できる具体的な改善策を考えられるように
する。

＊　各自の間食・夜食の改善策を考え、受験期を
乗り切るための具体的な実践方法をまとめるこ
とができたか。（シート）

○　活発な話合いができるよう助言する。
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技術・家庭科中学１年生　「生活の自立と衣食住～食品の選択と調理～」

問 題 点

　弁当の日や部活動の水分補給として準備するものは、ジュースやスポーツドリンクなど

の甘いものを選んでいることが多い。また、食品を選ぶ機会は少なく、選ぶ場合は、「食べ

たいもの、飲みたいもの」が優先され、原材料を気にする生徒は少ない。

ね ら い ○　食品の表示や食品添加物について理解し、適切な食品の選び方ができる。

めざす姿 　 食べる力 　食品の表示や食品添加物について理解し、食品の選択ができる

学　習　活　動 時間
○支援　　　　＊評価

Ｔ１ Ｔ２

１　前時の学習を振り返り、本時の学習課

題を確認する。

　　 食品（飲み物）の選び方を考えよう

２　数種類の飲み物の中から、自分がよく

飲む物を選び、理由を記入する。

３　実験を観察する。

　⑴　スペシャルドリンク（炭酸飲料に

入っている量の砂糖水）の説明を聞く。

　⑵　炭酸飲料やジュース、スポーツドリ

ンクの砂糖の量を確認する。

　⑶　スペシャルドリンクが、市販の飲み

物のように変化していく様子を観察す

る。

４　実験について気付いたことをまとめる。

５　食品（飲み物）の選び方についてまと

める。

5

10

20

7

8

○　原材料名や食品添加

物及び期限について確

認する。

○　食品選択の実態か

ら、飲み物の選び方に

視点をあて、生活と関

連付けて考えさせる。

○　ミネラルウオーター、

お茶、牛乳、スポーツ

ドリンク、ジュース、

炭酸飲料から、自分が

よく飲む飲み物を選

ばせる。

○　スペシャルドリンク

を提示し、試飲させ感

想を聞く。

○　普段飲んでいる飲み

物に含まれる砂糖の量

をスティックシュガー

の本数で確かめる。

○　飲み物の実物を提示

する。

○　生徒の発表を板書

し、生徒の思考が板書

に残るようにする。

○　机間指導を行い、生

徒の反応を記録し、Ｔ

１との情報交換を行う。

○　中学生が１日にとっ

てよい砂糖の量と比較

させる。

○　スペシャルドリンク

に添加物を加え、市販

されているような炭酸

飲料に変えていく。

○　今までの食品の選び方を振り返らせ、これか

らの食品の選択の仕方に生かすことができるよ

うにする。

＊　食品（飲み物）の選び方を考えることができ

たか。（シート・発表）

Ａ中学校実践例
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技術・家庭科中学２年生　「中学生の栄養と食事～わたしたちの生活と自立～」

問 題 点

　生徒たちは、食事を作る経験が少ないため、献立を考えるということも実生活において

はほとんどない。小学校では、栄養のバランスを考え、１食分の献立作成については学習

してきている。中学校では、１日の栄養のバランスを考えて献立を作るので、１日の食事

を総合的に考えていく力が必要となる。

ね ら い
○　１日の栄養のバランスを考えて、主食、主菜、副菜、汁物などの料理を組み合わせて、

給食の献立を考えることができる。

めざす姿 　 食べる力 　自分の健康に必要な食事の量や組合せを理解し、摂取する

学　習　活　動 時間
○支援　　　　＊評価

Ｔ１ Ｔ２

１　前時の学習を振り返り、本時の学習課
題を確認する。

　　 １日の栄養のバランスを考えて、
　　 給食の献立をたてよう

２　献立をたてるポイントを知る。

３　朝食、夕食の献立から、給食の献立に
ついて考え、発表する。

　○　３群、４群が不足している
　○　魚、豆が食べられていない
　○　牛乳が飲まれていない

４　主食、主菜、副菜、汁物などの料理を
組み合わせた献立をグループで考え、発
表する。

５　本時の学習を振り返る。

5

7

8

25

5

○　中学生の１日に必要
な食品の概量について
振り返らせ、本時の課
題を把握させる。

○　１日分の献立につい
て全体的な栄養のバラ
ンスを考えることがで
きるように考えさせる。

○　机間指導で１日のポ
イント数と朝食、夕食
のポイント数に注目す
るように伝える。

○　献立は、リクエスト
給食の献立として活用
することを伝える。

○　和食のよさを知らせ
る。

　•主食、主菜、副菜、
汁物等の料理の組合
せ

　•ごはんと麦ごはんの
ちがい

　•旬の野菜、果物、魚
○　机間指導で１日のポ
イント数と朝食、夕食
のポイント数に注目す
るように伝える。

○　机間指導で考えがま
とまらない生徒には、
教科書や給食献立表を
参考にするようにアド
バイスをする。

＊　１日の栄養のバランスを考えて、主食、主菜、
副菜、汁物などの料理を組み合わせて、給食の
献立を考えることができたか。（シート・発表）

○　本時の学習を振り返り、事後の家庭科の授業
につなげる。

Ａ中学校実践例
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